










研究目的 

サーファクタント TA 気道内注入療法を,昭和 57 年 5 月より,RDS を有する低出生体重児に

行ってきた。使用直後より RDS は改善傾向がみられ,もはや,我々の施設では RDSのため早

期に換気不全で死亡する例は皆無と思われる。今回我我の研究の目的は,サーファクタント

を使用して'いないRDSの症例と行った症例とについて,RDSの経過,合併症の頻度の相違を

明らかにすることである。またサーファクタント補充療法後 RDS の経過に一定のパターン

が見られるか否かの検討を行ってみた。 


